


















































３　木毎「四川的袍哥」、『警声月刊』第二、三期、一九四六年。Liao T＇ai-ch＇u,“The Ko Lao Hui in 
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県名 結社名 責任者 社会構成 人数
昭化 宝漢公 李越 下層、喧嘩屋 350
昭化 昭信公 王星如 商人紳士、年配者多数 130
昭化 昭漢公 戴旭初 下層、「渾水袍哥」 200
鄰水 哥老会 不明 各階層、少数のならず者 不明
万源 大同社 楊盛明 中上層 200
万源 銅城公 祝鼎三 中上層 200
万源 福禄公 陳子方 中層 200
万源 安清幇 唐錫百 各界 50
郫県 郫簡公会 曾錫君 各界 6000
儀隴 哥老会 不明 下層、土豪 少ない
安岳 正気団同心公 陶幼雲 中上層 不明
岳池 大成会 黄直斎 中上層 60
















































氏名 年齢 職業 活動状況
辛○○ 24 難民分局事務員 異党分子を集め、幇会を組織した
汪紹鼎 35 電報局局長 抗日の名義で組織を作り、国民党を批判した
黎元煕 28 県政府科員 異党の思想を宣伝した
羅紹淇 35 師範学校教員 異党の思想を宣伝した
朱穆永 18 学生 異党の主義を宣伝した





石煥中 29 科員 異党の主義を宣伝した
何興候 26 科員 趙孟明と関わりをもった
黄典 36 職員 異党の新聞、雑誌を閲覧した
黄異斌 25 区員 異党と往来し、その主義を宣伝した
































































































































































































































































































































年代 青幇 哥老会 人数
1929 ２ ２
1938 １ １
1939 ２ ２ ４
1940 １ １ ２
1941 ５ １ ６
1942 ７ ６ 13
1943 ７ 63 70
合計 25 73 98
出典：「内政部警察総隊退出幇会員警表」（一九四三年）。中国第二歴史檔案館内
政部檔案（十二）二/一三六五。
62　資料には幇会から脱会した九八人のうち、警察長、中隊長及び一般の警察官、職員について、
氏名や職名、脱会時期なども含めて詳しく記されている。
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　表４からは、警察総隊の幇会参加者の脱会時期が一九四三年に集中して
いることが分かる。つまり、中央および四川省政府が一九三九年から一連
の禁止令を発布したにもかかわらず、一九四二年までの四年間の間にほと
んど効果がなかったのである。また表４からは内政部の警備を担当してい
た警察総隊の中で幇会加入者の数がかなり高い水準に達していたこともう
かがえる。
　この統計資料には一九四三年以降の数字が含まれていないが、ほかの資
料と照合してみると、その後も政府職員の幇会入会の問題は依然として解
決されなかったようである。一九四二年一一月、第九区行政督察員兼保安
司令曾德威は、四川省政府主席張群に、「今回専員が所轄の区や県を視察
した結果、この類の不法組織がまだ数多く存在し、さらに、公務員もこの
会に入会していることが分かった。彼らは互いに結託して悪事を行ってい
る。実は哥老会が大きな妨げとなっているため、あらゆる政令が実行でき
ないのである」63、と述べている。一九四三年九月、成都市北区草市街警
察分所の三等警察長余漢魂が哥老会への入会と麻薬密売などの罪で逮捕さ
れた。余の供述によると、彼は八月中旬に警備部北区偵緝主任李合田の勧
誘で元県長の梁中藩を首領とする北義社に入会した。入会の理由について、
余は「私は今後の執務がうまく行くよう、地方の人びととの関係を良くす
るために一時の過ちで入会した」と述べた。結局、余の麻薬密売の罪は無
実とされ、哥老会への入会についても「執務に便宜をはかるために入会し
た」とされ、十五日の監禁を言い渡された64。このように、余は警察長の
身分で中央の命令に反して哥老会に入会したにもかかわらず、軽い処分し
か受けなかった。一方、余漢魂案と逆のケースもあり、朱伯屏という人物
などはアヘン、武器の密売、結社入会の罪名で逮捕され、監禁一年の処分
を言い渡されている65。この二人に対する異なった対応は、国民政府の司
法制度そのものへの疑問を生じさせるものでもある。
63　「四川省第九区行政督察員兼保安司令曾德威呈省府兼理主席張群」、一九四二年一一月二〇
日。四川省檔案館社会処檔案（一八六）一三八五。
64　「審理違禁加入哥老会余漢魂案」、一九四三年九月。成都市檔案館（九十三）三/三一。
65　「審理朱伯屏締盟結社一案」、一九四五年五月。同右。
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結び
　以上、本論文では、これまでほとんど知られていなかった日中戦争期の
国民政府支配地域における国民党政権と哥老会との関係について考察し
た。本章で考察してきたように、国民政府の参謀団が一九三五年に四川省
に進駐した時から、国民党政権は哥老会の取締や禁止に関する一連の章程
や条例を発布し、哥老会に対する取締を通して地域社会を統合しようとし
た。そこには四川軍閥の勢力を抑えようとする政治的なねらいもあり、当
然ながら、哥老会への取締は旧軍閥をはじめとする在地有力者たちの反発
を招いた。筆者は哥老会への取締をめぐって国家と地方のそれぞれ異なる
方針を示した二つのテクストを分析した。一つは哥老会を国家の秩序に取
り入れようとする『四川哥老会改善に関する討議』（一九四〇年）であり、
もう一つは地域社会従来の秩序に基づいて哥老会を改造しようする忠勇社
の「哥老会組織大綱」（一九四二年）であった。国民党政権は哥老会統合
の問題に加えて、多くの公務員や党員や団員が哥老会に加入するというよ
り深刻な問題に直面していた。蒋介石は公務員が幇会に加入することを厳
しく禁止する法令を出した66。公務員と党員、団員の幇会入会を禁止する
ことは、彼らの国家や党、団への忠誠心を求めることを意味する。興味深
いことに、同じ時期、日本軍占領地域の汪兆銘政権も同様の問題に直面し
ており、公務員の幇会加入を禁止する指示を出している67。
　一九四三年四月一四日、四川省政府に一通の電報が届いた。彭県の哥老
会が成都、什邡、温江、郫県などの哥老会メンバーを集めて彭県で会議を
開き、軍隊と結託して武装反乱を企んでいる、という内容であった68。こ
れを受けて、省政府秘書処視察室は視察員陳翰珍を彭県に派遣した。陳は
早速彭県に赴いて調査に着手した。六月、陳は分厚い報告書を作成し、省
政府に提出した。それによれば、事件に関係する青年社と友誠商店の二つ
66　ここでいう「幇会」は哥老会や青紅幇を含む秘密結社を指す。本章の問題関心から国民党
政権と青幇との関係には触れていないが、これらの民間結社は終始国民党の中央統計局、軍
統の利用の対象であった。
67　「為厳禁警務人員不得参加幇会重申禁令仰転飭所属一体切実奉行由」、一九四三年一二月四
日。上海市檔案館Ｒ二－一－四八。
68　「国民政府軍委会代電」、一九四三年五月八日。四川省檔案館秘書処檔案（四一）一八八九。
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の哥老会組織のうち、前者は世間を知らない青年たちの集まりであり、後
者は社会経験が豊富な上層人士の組織であった。哥老会関係者は確かに四
月一四日に彭県で会議を開いたが、「武器、弾薬を購入した証拠はなかった。
また、陳鴻文師団長が会議に出席したかどうかについても確実な証拠は得
られなかった」69、という。続いて、陳は次のように述べている（下線は
引用者による）。
社会一般において、哥老会は誰も知る人のない、声なくにおいなき組
織である。近ごろ哥老会が積極的に活動し、実力を伸ばそうとしたの
は、徴兵や食糧徴発を行う地元政府の対応があまりにも不公平で偏り
すぎたからだ。これに対し、人々の思いは疑念から怨恨へと変わり、
ついには仲間と連絡して結集した。初めは自衛のために法律を犯した
が、のちには悪事をなし、法を犯す輩となった70。
　この「声なくにおいなき組織」と「初めは自衛のために法律を犯した」
という二つがポイントである。前者は哥老会の「日常」的な状態を表して
おり、後者は「日常」から「非日常」に変わった後の状態を表している。
陳視察員によれば、哥老会の「悪事」は、徴兵と食糧徴発において不正を
働かせた地元政府への不信感によるものであった。笹川裕史と奥村哲も日
中戦争期に四川省の民衆が政府による徴兵と食糧徴発に対して見せた反抗
の歴史に光を当てている71。ここで本章の問題関心に沿って徴兵と食糧徴
発に関係する哥老会の事例を拾ってみるならば、一九四四年八月、国民党
丹棱県党部第一分区のある党員の上層部への報告の中に、孫述先という人
物が仁字総公社の社長と称し、入社する者は兵役と食糧徴発を免除される
と言って金をだまし取ったという事例が見られる72。また同じく一九四四
年に楽山県太平郷の郷長閔学謙が省政府主席張群に対して行った報告に
は、李成太という人物が群楽公社を設立し、「入会した者は壮丁にならな
69　「省府秘書処視察室派視察員陳翰珍調査員呈報」一九四三年六月。四川檔案館秘書処檔案
（四一）一八八九。
70　同上。
71　笹川裕史、奥村哲『銃後の中国社会――日中戦争下の総動員と農村』、岩波書店、二〇〇七年。
また、笹川裕史『中華人民共和国誕生の社会史』、講談社選書メチエ、二〇一一年。
72　「丹棱県党部第一区分部党員呈控」、一九四四年八月。四川檔案館社会処檔案（一八六）
一三八三。
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いことが保障される」と言って若者を騙したという事例も見られる73。こ
れらの二つの事例が示しているように、戦争に苦しめられた一部の民衆に
とって、哥老会に入ることは苦しみから逃れる手段の一つだったのである。
73　「楽山太平郷公所代理郷長閔学謙呈省出席張」、一九四四年一一月二三日。四川檔案館社会
処檔案（一八六）一三八六。
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要　旨
孫　江　
本文以哥老会为视角，具体考察了抗日战争时期重庆国民政府的社会整
合及其所遭遇的困境。1935 年国民政府参谋团进驻四川省后，发布了一系
列禁止哥老会的章程和条例，试图借助整合哥老会来控制社会，抑制四川军
阀势力。这当然遭致四川军阀和哥老会的反抗。本文着重分析了反映国家与
地方意志的两个文本。对于国民党政权来说，除整合哥老会外，还要面对众
多公务员和党团员加入哥老会的问题，重庆政府严禁公务员加入哥老会，旨
在强化公务员和党员团对党国的忠诚。
